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要約： 現在施行されている我が国の小学校学習指導要領の理科編では，電気の利用という単元が

設定され，その中では「実感を伴った学習」という単語が頻出する．しかしながら，小学生年齢の

児童が目に見えないエネルギーの働きや性質について実感を伴って理解することは難しいと考えら

れる．実際に指導の現場で採用されている学習方法の一例として，手回し発電機によるエネルギー

変換が挙げられるが，回転以外の仕事を電気エネルギーに変換すること，ならびに電気エネルギー

をそれ以外のエネルギーに変換することを理解させる学習方法は限られており，幅広く学習の機会

が必要であると考えられる．ところで，著者らは近隣小学校へ出向いてエネルギーに関するさまざ

まなエネルギー関連の体験型学習を行う「エネルギーラボ(エネラボ)」という出前講座を行ってい



る．このエネラボで実践しているエネルギー教育は，実際に児童が体を動かしたり，感覚を刺激し

たりするものになっているため，「実感を伴った学習」であると考えられる．本論文ではそのエネラ

ボについて，概要，実践方法ならびに実践結果を示す．  
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要約： UPZ内に立地する松江市内小学校のPTC活動の一環で放射線教育の活動を行い，これに参加した保護

者に対して活動後にアンケート調査を行った．自分の子どもが通う小学校において原子力防災訓練に基づく

避難訓練の実施を知らない保護者は，①筆者らが行った今回の放射線教育活動の目的となる自然放射線はど

こにも存在しているがその量は少ないという知識，に加え，②放射線・放射性物質・放射能の意味内容につ

いて，筆者らが行った今回の放射線教育活動の実体験を通して，たとえによる説明で初めて理解した，とい

う保護者に集中する，という特徴が見い出された． 

 

エネルギーとプログラミングを組み合わせた効果的教育方法の検討 
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要約： 手回し発電機はエネルギーについて学ぶために有用で最も広く用いられている教材の一つ

である．2020年からプログラミング教育が小学校に全面導入されるが，手回し発電機をプログラミ

ングと組み合わせることにより，より楽しく効果的な学習を提供する手段について検討した．手回

し発電機は，その原理上，ハンドルを回して発電する際に直流電力とともにノイズを発生する．こ

のノイズの電力は直流電力にほぼ比例する．また，周波数がちょうど音声周波数帯にあるので，こ

れを音声入力信号としてパソコンに接続し，プログラミングの入門用として幅広く用いられている

Scratch で“音量”として取り込むことで，手回し発電機の発電電力に応じて画像を操作するプロ

グラムを作成することができる．“音量”は入力されたノイズの電力を反映しており，したがって，

ハンドルを回して発電する電力を表すパラメータとして用いることができる．パソコンに備わって

いる標準機能のみで，簡単に外部機器と接続して機能するプログラムを作成する体験ができること



は，プログラミング教育の上でも有意義であると考えられる． 
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要約： 本稿の目的は，東日本大震災直後のエネルギー輸送を読み物資料に用いた道徳の授業を，

アクティブラーニングに内包される「視点の移動」を用いて開発することである．従前の学校教育

におけるエネルギー環境教育の内容は，エネルギー・環境の認識やエネルギー環境問題の理解等が

中心であった．しかし，生涯学習としては，上述に加え，道徳教育等の必要性も指摘されているも

のの，実践が十分ではないという課題を抱えている．この課題を解決するために，次の 3点を明ら

かにした．第 1 にエネルギーの内容を道徳教育で行う意味と，先行実践をレビューし現状と課題，

第 2に授業開発の背景として，本読み物資料を用いる意味や授業のねらい等，第 3に課題を解決す

るために開発した授業の計画等である．成果と課題は，以下の通りである．成果は，エネルギー環

境教育の 1つとして，人の心を育む道徳の授業計画を提示したことである．しかし，他教科との有

機的な連携という点で課題が残った． 
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要約： 米国では市民科学プロジェクトが盛んに行われている．北アリゾナ地域では食糧，エネ

ルギー，水のネクサス(相互関連性)を地域レベルで調査し，メソスケール・データの空白を埋める

ことにより，ライフラインの安全保障や効果的活用，災害対策への活用を目指した FEWSIONプロジ

ェクトが，国家プロジェクトの一部として進行している．また，FEWSION プロジェクトは，市民の

科学リテラシー向上や政策関与等を促す目的も併せ持っている． 

 本稿では，FEWSIONプロジェクトの一部として北アリゾナ地域で実施された PLACE4FEWSと呼ばれ



る市民科学活動について調査を実施したので，その概要を報告する．また，近年米国では，大人の

一般市民のみならず，就学者の STEM 学習の一手段として市民科学を活用する動きが見られる．北

アリゾナ地域で行われた PLACE4FEWS においても，ノーザンアリゾナ大学において教育プログラム

が開発・実施されたのでその概要を併せて報告する． 

 今後，市民科学はさらに STEM教育と連携して発展し新たな役割を担うものと考えられる． 
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